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組 
 

番 

氏
名 

 
多
数
派
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
少
数
者
に
は
厚
い
壁
と
な
っ
て
立
ち
ふ
さ
が
る
。

耳
が
聞
こ
え
ず
、
う
ま
く
話
す
こ
と
も
で
き
な
い
斉
藤
里
恵
さ
ん
（
３
１
）
が
ぶ
つ
か
っ
た
の
も
、

そ
の
壁
だ
。
そ
し
て
今
、
壁
に
（
１
）
風
穴
を
あ
け
た
▼
６
年
前
に
出
し
た
自
伝
的
な
①
チ
ョ
シ
ョ

（ 
 
 

）『
筆
談
ホ
ス
テ
ス
』
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
４
月
、
東
京
都
北
区
議
選
に
②
リ
ッ
コ
ウ
ホ

（ 
 
 

 

）
し
、
（
２
）
今
の
選
挙
が
言
語
や
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
を
「
排
除
し
て
い
る
」
と

感
じ
た
と
い
う
。
確
か
に
選
挙
戦
に
つ
き
も
の
の
名
前
の
③
連
呼
（ 

 
 

）
一
つ
と
っ
て
も
、「
音
」

を
発
し
、
そ
れ
を
聞
く
こ
と
が
④
ゼ
ン
テ
イ
（ 

 
 

）
だ
▼
ト
ッ
プ
当
選
し
、
き
の
う
初
の
本
会

議
に
臨
ん
だ
。
区
議
会
は
全
国
初
と
い
う
新
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し
て
新
人
を
迎
え
た
。
区
長
や
⑤
ド

ウ
リ
ョ
ウ
（ 

 
 

）
議
員
の
発
言
が
直
ち
に
文
字
に
変
換
さ
れ
、
手
元
の
Ｉ
Ｔ
⑥
タ
ン
マ
ツ

（ 
 
 

）
に
表
示
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
斉
藤
さ
ん
は
私
有
パ
ソ
コ
ン
に
文
字
を
打
ち
込
み
、

音
声
に
変
換
し
て
自
分
の
発
言
と
す
る
▼
⑦
議
場
（ 

 
 
 

）
が
聴
覚
障
害
者
に
開
か
れ
た
こ
と

を
喜
び
た
い
。（
３
）「
欠
点
は
才
能
で
あ
る
」
。
斉
藤
さ
ん
は
人
に
そ
う
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
そ

う
だ
。（
４
）
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
強
み
に
転
じ
て
、（
５
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
実
現
に
⑧
エ

イ
イ
（ 

 
 

）
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
▼
少
数
者
が
声
を
上
げ
、（
６
）
当
た
り
前
の
壁
を
突
き
⑨

ク
ズ
（ 

 

）
す
。
全
国
市
議
会
議
長
会
は
き
の
う
、
女
性
議
員
が
出
産
を
理
由
に
議
会
を
欠
席
で

き
る
よ
う
に
す
る
よ
う
、
各
議
会
に
⑩
促
（ 

 
 

）
す
こ
と
を
決
め
た
。
よ
う
や
く
と
は
い
え
一

歩
前
進
だ
。
同
性
愛
な
ど
性
的
少
数
者
も
声
を
高
く
上
げ
つ
つ
あ
る
▼
来
歴
か
ら
価
値
観
か
ら
人
は

一
人
ひ
と
り
が
違
う
。
違
い
を
理
由
に
排
除
せ
ず
、
互
い
の
違
い
を
生
か
し
あ
う
。（
７
）
多
様
性

を
尊
ぶ
こ
と
で
社
会
は
強
く
な
る
。 

 
 
 
 
 

〔
２
０
１
５
年
５
月
２
７
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

傍
線
部
（
１
）
に
つ
い
て
、（
Ａ
）
一
般
的
な
意
味
を
答
え
、（
Ｂ
）
斉
藤
さ
ん
が
「
風
穴
を

あ
け
た
」
こ
と
を
、
文
中
か
ら
１
５
字
で
抜
き
出
そ
う
。 

 
 

（
Ａ
）：（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

（
Ｂ
）：（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

問
三 

傍
線
部
（
２
）
の
具
体
例
を
「
立
候
補
者
の
名
前
の
連
呼
」
以
外
に
、
一
例
あ
げ
て
み
よ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

問
四 

傍
線
部
（
３
）
の
具
体
例
を
一
例
考
え
て
み
よ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

問
五 

傍
線
部
（
４
）（
５
）
を
説
明
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
（ 

）
に
共
通
す
る
２
字
熟
語
を
書

き
入
れ
よ
う
。
※
そ
の
熟
語
は
文
中
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

（
４
）
そ
の
人
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ぬ
も
の
と
し
て
負
わ
さ
れ
て
い
る
身
体
（ 

 

）。 

 
 

（
５
）
高
齢
者
や
（ 

 

）
者
が
安
全
で
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
階
段
や
段
差
な
ど

（ 
 

）
と
な
る
も
の
を
な
く
す
こ
と
。 

問
六 

「
同
性
愛
の
性
的
少
数
者
」
に
と
っ
て
、
傍
線
部
（
６
）
の
具
体
例
を
考
え
よ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

問
七 

傍
線
部
（
７
）
の
理
由
を
答
え
よ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

問
八 

１
５
字
程
度
で
見
出
し
を
つ
け
よ
う
→
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 


